


【国保】

I-51 抜髄②

《令和３年２月２６日新規》

○ 取扱い

原則として、生活歯髄切断後に抜髄の算定を認める。

○ 取扱いの根拠

歯髄を積極的に保存した後に、歯髄の炎症症状の拡大等により抜髄を行

うことは臨床上あり得るものと考えられる。


